








Ⅳ.結論 

1)正常成熟新生児臍静脈血のミオグロビンは,36±23.1ng/ml(SD,n＝12)であった。 

2)周産期仮死児を除く病的新生児非手術例の血清ミオグロビンは,平均 109.9±

61.5ng/ml(SD,n=10)で正常新生児にくらべて高い値を示した。 

3)血清ミオグロビンが 350 ㎎/ml 以上を示した 6 症例は,いずれも tissue hypoxia の条件

を有していた。 

4)高ミオグロビン尿症を示した 4症例中,2 症例が腎不全に陥った。 

5)新生児期早期では手術や麻酔は,S.C.C.を使用しない条件の下では,血清ミオグロビンを

上昇させる傾向にあるが,仮死や低酸素血症に較べると影響が少ないように思われた｡この

点については症例を重ねて検討をおこなう必要がある。 


